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ノ、

ー〆

ン
の
人
口
論
ド
就
い
て

セ

青

雄

盛

和

絡

与一・

骨
置
に
ハ

Y

セ
V

の
倒
記
を
考
察
し
来
っ
た
苦
々
は
、

政
で
は
共
の
著
作

R
ロ
昂
品
『
自
国
君
。
一

F
2
5岡田
E
Fロ
ミ
守
一
解
題
し
よ
う
と

思
ふ
。夙

に
ロ
ツ
シ
ユ
の
指
摘
せ
る
所
に
依
れ
ば
、
ハ
ン
セ
ン
の
書
物
の
内
容
は
云
は
ピ
無
議
臓
と
桝
す
べ
き
程
に
多
彩
な
る
問
題
を
展

関
し
て
居
り
、
頗
る
暗
示
に
富
ん
で
居
る
圭
見
倣
さ
れ
、
従
っ
て
と
の
著
作
は
徐
り
に
思
索
的
危
る
が
故

ι、
簡
単
に
全
稿
の
概
要

を
述
べ
輩
く
す
己
と
は
出
来
な
い
の
で
あ
る
d

き
れ
ば
爾
来
五
十
年
の
星
捕
を
閲
す
る
聞
に
少
か
ら
ぬ
評
論
が
己
の
ハ
ン
セ
ン
の
著

作
に
封
し
て
試
み
ら
れ
た
中
に
、
斯
訟
の
鵜
呑
か
吟
味
に
終
始
し
て
了
は
注
い
で
、
克
く
問
題
の
骨
子
を
把
握
し
、
云
ほ
ば
共
の
醍

醐
味
を
知
り
得
た
者
が
岡
市
し
て
幾
人
あ
っ
た
だ
ら
う
か
と
疑
び
友
き
を
得
泣
い
白
で
あ
る
。

お
事

斯
く
て
元
来
甚
だ
評
債
き
れ
難
い
と
見
倣
さ
る
べ
き
本
著
が
、
と
の
刷
用
誌
に
依
り
直
ち
に
誠
に
賞
讃
に
値
す
る

h
の
と
し
て
誰
に

も
容
易
に
理
解
さ
れ
得
る
に
至
る
で
あ
ら
う
と
は
期
待
出
来
泣
い
迄
も
、
少
く
と
も
既
往
の
解
題
の
過
程
に
於
て
蹟
き
の
一
れ
と
も
た

っ
た
諸
家
の
見
解
の
所
在
を
明
瞭
に
す
る
と
と
は
可
能
で
あ
ら
う
。
略
解
題
の
目
的
上
間
接
に
ハ
ン
セ
ン
の
所
説
に
就
い
て
語
ら
れ

ハ

ν
セ

ν
白
人
口
論
に
就
い
て

第
五
十
巻

ま王

五

第

披

五

拙稿L十九世粗末棄の人口論者ノ、シセンに就いて¥経済論叢、昨年十月披。
Jb. f. Gesetzgeb. Verw. u. Volksw. im Deutschen Reich， Jg. 40， Lpz 
1890. S. 1000. Litteratur.Besprechungen， (Han::;en Georg: Die drei 
Bevolkerungεstufen， Munchen 1889) von Hernlltnn Losch 
岩盤西洋人名僻典昭和七年版1392頁 Anton仙の意より車専用す。
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ハ
ン
セ

ν
の
人
口
論
に
就
い
て

第
五
ナ
巻

六

一
五
六

静

闘

て
ゐ
る
と
と
ば
か
り
を
池
べ
た
の
で
は
、
徒
ら
に
甲
論
乙
駁

E
続
け
る
結
来
と
た
り
腕
一
ず
る
所
を
知
ら
守
、
還
に
は
ハ
ン
セ
ン
に

似一
L

非
友
司
令
別
の
人
形
を
持
へ
る
品
川
れ
も
あ
る
の
丸
、
配
口
A

は
先
づ
ハ
ン
セ
ン
の
人
口
論
の
要
旨
を
共
の
源
泉
に
於
て
考
察
す
る
で

あ
ら
う
。

』
ン
セ
ン
人
口
論
の
要
旨

凡
ぞ
ハ
ン
セ
ン
に
は
如
何
な
る
思
想
の
流
入
が
あ
る
か
を
詮
索
す
る
徐
裕
の
た
い
人
々
の
潟
江
は
、
先
づ
彼
が
共
の
著
書
巾
に
引

用
せ
る
文
献
は
大
別
し
て
経
ふ
仲
間
申
及
び
統
計
と
歴
史
と
よ
り
成
り
、
従
っ
て
彼
の
人
口
論
が
人
口
周
枕
と
い
ム
特
定
な
る
理
論
と
共

の
史
的
事
諮
蛇
ぴ
に
人
口
政
策
の
基
準
b
q
一
説
く
に
あ
っ
た
と
謂
へ
ば
い
t
A

で
あ
ら
う
。

誌
で
は
時
そ
の
中
で
人
円
瑚
拾
の
み
を
問
題
と
し
、
而
も
所
前
る
政
治
算
術
事
汲
以
来
白
人
口
周
流
と
い
ふ
腔
史
的
な
る
命
題
山

は
直
接
に
縄
れ
泣
い
で
、
唯
7

ル
サ
ス
九
九
前
提
に
し
て
山
川
護
し
て
居
る
ハ
ン
セ
ン
の
都
市
人
口
二
代
更
新
の
設
明
の
み
を
掲
げ
る
。

と
れ
乙
そ
比
庁
内
後
の
論
評
山
一
標
的
で
あ
り
、
新
設
を
取
る
か
捨
て
る
か
の
闘
ケ
原
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

ハ
ン
セ
ン
は
共
の
著
の
関
車
甘
僻
苦
闘
の
第
一
章
に
於
て
マ
ル
サ
ス
訟
に
依
協
し
亡
日
ふ

J
V

「
食
温
の
靖
械
が
人
聞
の
白
保
的
繁
殖
力
に
影
響
す
る
こ
と
が
確
認
さ
る
れ
ば
、
或
ひ
は
人
口
問
題
は
解
消
す
る
か
に
見
え
る
が
事
貨
は
掠
ら
ず
。
凡

そ
如
何
な
る
事
情
に
於
て
も
一
姉
制
筒
り
産
児
数
は
依
一
時
と
し
て
同
一
な
る
筈
だ
か
ら
、
国
民
柑
殖
の
結
果
、
と
し
て
生
ず
る
次
の
問
題
に
封
し
て
如
何
な

る
方
策
を
樹
立
す
べ
き
で
あ
る
か
。
性
は
結
婚
し
得
る
が
誰
は
結
婚
し
得
な
い
り
で
あ
る
か
。
誰
が
或
者
に
は
許
し
て
居
る
所
の
稀
族
白
繁
殖
を
他
者
に

は
拒
否
す
る
白
で
あ
る
か
。
マ
ル
サ
ス
は
と
の
論
究
に
際
し
て
常
に
国
民
を
全
慢
と
し
て
の
み
視
察
せ
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
か
ら
、
苦
々
は
簸
殖
車
に
就

い
て
相
誕
な
る
闘
停
に
世
か
れ
て
ゐ
る
国
民
を
、
夫
々
の
枇
官
成
問
に
区
別
し
て
検
討
す
る
で
あ
ら
ラ
。
」

新
く
て
都
部
人
口
畑
山
流
を
農
民
厨
と
都
市
中
流
居
此
び
に
都
市
持
働
居
と
い
ふ
人
口
三
段
階
に
認
め
た
ハ
ン
セ
ン
は
、
結
局
に
於

高岡保馬ι人口に闘する，，j、諭「、終持論叢、昭和八年 月競三十七頁参照。
R. Kuczym.ki; Der Zu宮 nach cter Stadも Stutlgart [897- Beilage 1. Die 
Ansichten o.er politische Anthmehker uber die Frage des Absferbens der 
sladti"che Bev. unti d釘 enEn'etzun区 rlurchdic landlichc (1661-176z) 拙稿
ι十七八世和田都品目人口周流に就いて寸、第一同人口問題協議舎報告書多!日{。



て
農
民
居
に
は
殆

ε
一
世
代
で
人
口
保
加
す
る
自
然
増
破
力
主
想
定
し
、
都
市
巾
流
居
に
は
死
亡
超
過
に
基
づ
〈
人
口
減
退
を
、
畑
目

的
暦
に
は
自
力
主
新
持
す
る
定
締
人
口
を
認
め
た
と
・
も
謂
へ
る
で
あ
ら
う
。
此
の
間
の
闘
係
を
ハ
ン
セ
ン
の
綬
漣
に
則
し
て
云
へ
ば

一
健
全
髄

ozmog-o耳
目

E
E♀
自
耳
「
生
粋
在
る
民
願
人
」
は
果
し
て
存
在
す
る
か
と
の
話
題
を
護
端
と
し
明
民
鯨
市
で
は
一

八
八

O
年
に
住
民
千
人
営
り
三
七
五
人
の
一
市
内
生
が
居
た
が
、
パ
イ
ヱ
ル
ン
地
方
人
口
調
査
に
で
は
年
齢
と
出
生
地
別
と
の
組
合
せ

た
き
を
遺
憾
と
し
、
潟
に
鋒
先
を
抑
止
て

一
八
七
五
年
十
二
月
一
日
の
茨
府
市
の
人
口
統
計
に
於
て
、

失
D 

宜日
き十
推五
定歳
を以
下上
しの
て成
居年
る a 人
。判口

中
の
二
=
一
・
五
三
%
は
市
内
生
で
あ
り

七
六
・
四
七
%
は
市
外
生
で
あ
っ
た
と
の
事
責
か
ら

斯
る
個
別
の
事
例
の
一
般
化
が
可
能
左
り
や
否
や
は
問
題
で
あ
る
が
、
我
闘
に
於
て
も
人
口
部
態
統
計
に
依
る
来
任
者
割
合
は
類
似

し
て
居
引
か
ら
、
斯
る
類
推
は
可
能
と
も
考
〈
ら
れ
る
。
そ
こ
で
之
を
筒
僚
脊
に
し
て
述
べ
一
工
見
る
。

I

打
莱
府
人
口
は
約
二
五

%
の
市
内
生
と
七
百
%
の
市
外
生
の
者
よ
り
成
っ
て
居
た
。
ロ
己
の
市
外
生
の
者
の
中
で
二
五
%
は
唯
一
時
的
に
莱
附
に
滞
在
せ
る

も
の
と
し
、
次
の
一
一
五
%
を
他
都
市
か
ら
の
来
住
者
の
子
供
と
し
て
夫
々
七
五
%
か
ら
控
除
す
れ
ば
刈
共
の
結
果
は
全
閥
的
に
見
て

半
分
の
生
粋
者
と
品
川
の
半
分
の
来
住
者
と
よ
り
成
る
定
滞
人
口
が
残
る
。
一
一
葦

L
停
滞
的
友
る
一
都
市
の
人
口
が
引
絞
き
半
分
を
来

住
者
に
依
っ
て
占
め
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
生
粋
白
人
口
は
一
一
世
代
に
し
て
外
部
山
ら
D
来
住
者
に
依
っ
て
全
く
更
格
さ
せ
ら
れ
る
で

あ
ら
う
。

E

ィ
時
と
園
を
同
じ
う
す
る
都
市
人
口
構
成
は
類
似
せ
る
も
の
だ
か
ら
、
五
日
々
は
バ
イ
エ
ル
ン
人
日
に
劃
し
て
莱
府
人
口
に
於

け
る
比
例
数
を
遁
朋
し
得
る
で
あ
ら
一
ぅ
。
ロ
パ
イ
ヱ
ル
Y

諸
都
市
人
口
を
都
市
川
生
者
と
郡
部
同
生
者
と
に
分
ち
、
之
を
莱
府
人
日

比
於
け
る
成
年
人
口
割
合
に
基
い
で
推
算
す
れ
ば
、
都
市
内
生
者
と
来
住
者
の
栂
人
に
針
ず
る
比
例
は
三
八
%
と
六
二
%
に
在
る
。

ハ
拐
、
と
の
際
の
都
市
生
と
は
一
都
市
か
ら
他
都
市
へ
の
移
住
を
含
ん
で
ゐ
る
か
ら
、
来
住
者
の
北
例
の
巾
か
ら
一
時
的
に
都
市
開

(
 

ρν

セ
シ
白
人
口
繭
に
就
い
て

第
五
十
巻

互王

七

第

事虎

七
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月
ン
セ
シ
白
人
口
論
に
就
い
で

第
五
十
巻

五
F、
鐸

擁

y、

在
を
績
け
て
居
る
者
の
数
と
し
て
二
五
%
を
控
除
す
れ
ば
い

L
。
斗
故
に
パ
イ
ヱ
ル
ン
諸
都
市
も
亦
半
分
の
生
粋
者
と
他
の
字
分
の

来
住
者
と
よ
り
成
る
か
ら
、
こ
L
A

で
も
都
市
人
口
は
三
世
代
で
全
〈
更
新
す
る
だ
ら
う
。

U
利
一
八
七
一
年
か
ら
一
八
七
五
年
に
宝
る
五
ヶ
年
聞
の
民
瀬
市
に
於
け
る
出
生
死
亡
は
殆
ん
ど
相
等
し
く
、
共
白
期
閣
の
年

平
均
人
口
増
加
率
は
約
1
一
加
で
、
斯
る
人
口
増
加
は
専
ら
来
住
の
往
住
に
針
す
る
超
過
で
占
め
ら
れ
て
ゐ
た
。
ロ
乙
の
事
か
ら
推
定

さ
れ
得
る
の
は
、
民
穎
市
の
出
生
死
亡
率
は
夫
々
約
1
一
却
で
あ
り
、
出
生
数
が
死
亡
数
で
差
引
喜
れ
る
限
り
、
都
市
人
口
は
自
力
の

偉
で
は
停
滞
を
頼
け
る
?
あ
ら
う
。
心
円
民
瀬
市
で
婚
姻
者
百
人
に
付
き
生
粋
者
は
二

O
人
、
来
住
者
は
八

O
人
で
あ
る
。

一
婚
姻
常

り
産
児
教
を
同
一
と
見
倣
せ
ば
、
向
生
綿
教
の

4
一5
は
来
住
者
の
婚
姻
に
依
る
。
「
企
粋
人
口
の
生
死
差
額
の
計
算
を
純
粋
に
す
る

に
は
、
同
生
数
か
ら
4
一5
死
亡
数
か
ら
来
住
者
及
び
其
白
子
供
の
死
亡
事
例
を
除
去
す
べ
き
で
あ
る
。
併
し
統
計
の
現
欣
で
は
斯
る

計
算
は
出
来
た
い
に
し
て
車
、
大
憾
の
見
世
で
は
都
市
生
粋
者
の
生
死
去
額
勘
定
は
鮫
損
主
不
す
に
建
友
い
♂

以
上
白
如
〈
ハ
シ
セ
ン
は
都
市
人
口
を
以
て
平
均
的
に
二
世
代
に
し
て
全
く
更
新
す
る
と
は
述
べ
て
居
る
が
、
同
時
に
又
、
彼
は

と
の
計
算
の
数
値
に
抱
泥
す
る
者
で
は
左
い
。
斯
る
都
市
人
口
更
新
年
代
は
時
と
図
と
を
異
に
す
る
に
従
っ
て
後
訪
の
あ
る
己
汗
一
は

勿
論
で
あ
る
と
語
っ
て
ゐ
る
伊
は
注
目
に
値
す
る
で
あ
ら
う
。
要
之
、
こ
の
命
題
。
前
提
が
正
し
け
れ
ば
結
論
も
亦
正
し
い
の
で
あ

る
。
併
し
と
の
前
提
が
必
や
し
-
A
O

普
遍
受
首
性
を
有
せ
十
、
従
っ
て
都
市
人
口
は
常
に
停
滞
的
引
い
は
左
い
と
い
ふ
批
判
に
就
い
で
は

後
節
に
於
て
問
題
と
す
る
。
議
で
は
唯
ハ
ン
セ
ン
が
何
故
二
世
代
で
都
市
人
口
は
更
新
す
る
と
言
っ
た
か
空
想
像
せ
し
む
る
も
う
一

つ
の
例
主
掲
げ
る
に
過
ぎ
左
い
。

ω，
 

マ
ル
サ
ス
が
ス
タ
ン
ト
ン
に
典
協
し
つ

a
A
Y「
支
那
人
の
聞
に
は
大
財
産
は
同
一
白
家
に
三
世
代
以
上
は
滅
多
に
績
か
友
い
L

と
云

Ebend:aselb~t ， S. ~I 
1-1. Allendorf; Der Zuzug in die St1Ldte， Jena 1901. S. 61 
T. R. Ma1thus; An E!o!oay on Popu]ation. Everyman'.'> Library， Vol. I. P 
130. (Staunton: Embasぬy ~O China， J.797. Vol. II. p. 152) 



っ
た
の
は
、
支
那
見
聞
に
於
け
る
土
地
財
産
の
相
続
忙
際
し
て
事
質
上
均
分
制
度
白
行
は
れ
て
ゐ
る
と
と
が
人
口
増
殖
の
傾
向
を
強

ハ
ン
セ
ン
に
於
て
は
商
工
業
に
従
事
せ
る
都
市
中
流
居
の
急
建
な
る
更
替
を
銭
す
俳
詮
と
し
て
己
の

め
た
と
の
意
味
で
あ
っ
た
が
、

一
言
葉
が
引
用
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
此
際
注
意
す
べ
昔
は
ハ
ン
セ
ン
の
所
謂
る
人
口
周
流
と
は
こ
の
都
市
中
流
居
が
田
舎
か
ら
の
新

し
き
来
住
者
に
依
っ
て
夏
替
さ
廿
ら
れ
、
既
往
の
中
流
厨
の
一
部
は
死
滅
し
、
残
る
部
分
は
持
働
屠
へ
と
沈
下
す
る
こ
と
を
指
得
し

て
ゐ
る
の
で
あ
っ
て
、
決
し
て
ク
チ
ン
ス
キ
ー
の
言
ム
如
く
、
同
質
働
居
か
ら
中
流
居
へ
の
逆
流
主
認
め
る
と
と
で
は
な
い
。

ハ
ン
セ
ン
が
人
口
論
を
廻
特
骨
し
む
る
植
軸
鮪
を
人
類
の
生
存
資
料
に
置
〈
マ
ル
サ
ス
を
前
提
と
し
乍
ら
d

園
民
主
更
に
三
つ
の

位
舎
成
居
に
分
け
て
研
究
左
進
め
て
行
く
以
上
、
各
階
居
の
生
存
資
料
獲
得
手
段
と
し
て
の
所
得
を
吹
に
問
題
と
せ
ね
ば
泣
ら
泣
か

っ
た
。
郎
ち
農
民
唐
に
は
肉
飽
及
び
精
榊
の
総
合
的
持
働
に
依
る
自
然
的
な
る
土
地
収
益
を
認
め
て
居
る
に
反
し
、
都
市
中
流
居
に

は
精
神
持
働
の
み
、
持
働
居
に
は
肉
鱒
持
働
の
み
に
依
る
所
の
霊
肉
相
分
離
せ
る
努
働
の
牧
盆
を
皐
げ
て
ゐ
る
。
然
も
所
謂
る
資
本

牧
盆
を
も
精
神
曲
目
働
の
所
産
と
し
、
車
た
る
肉
緯
弁
働
が
所
得
を
産
み
得
る
の
は
精
神
葬
働
白
骨
蔭
E
あ
る
と
見
倣
す
賄
に
於
て
4

マ
ル
ク
ス
の
枇
合
主
義
的
人
口
論
と
好
き
制
限
を
成
し
て
ゐ
る
と
と
は
一
す
注
目
す
べ
き
事
項
で
あ
ら
う
。

斯
る
人
口
の
=
階
級
は
ハ

y
h
T
ン
に
依
れ
ば
封
々
自
力
に
依
っ
て
維
持
さ
れ
る
濁
自
の
存
在
ぜ
は
な
く
、
貫
は
同
一
人
口
の
相
異

た
る
護
展
段
階
に
あ
る
と
主
張
さ
れ
る
。
従
っ
て
土
地
所
有
者
居
た
る
第
一
段
階
の
み
が
来
日
制
的
で
、
第
一
一
段
階
た
る
都
市
中
流
居

は
前
者
の
作
出
す
徐
刺
か
お
成
立
つ
も
の
で
あ
り
‘
第
三
段
階
た
る
持
働
居
は
前
二
者
に
依
存
し
て
居
る
の
で
あ
り
、
メ
共
自
身
を
維

持
す
る
出
産
力
主
認
め
ら
れ
で
も
居
る
。
然
ら
は
最
も
都
市
的
た
る
人
口
と
し
て
は
貨
に
中
流
居
の
み
が
抽
出
し
て
考
へ
ら
れ
て
居

る
の
で
あ
り
、
第
三
階
居
た
る
弊
働
居
は
商
業
中
心
都
市
を
取
岡
む
郊
外
に
押
し
出
さ
れ
て
居
る
と
と
と
な
る
。
と
の
事
は
地
域
的

《

シ

セ

ν
白
人
口
粛
に
就
い
て

努
五
十
巻

玉
大i

第

韓

九

G. Hansen， a. a. O. S. 178. (Slopel; Bevdlkerungsgesetz. S. 162.) 
Kuc~ynski; a. a. O. s. 97 
E王ansen; a. a. O. S. 40 
H.】【白osch; a. a. O. S. 998. 
Hansen; a. a. O. S. 31. 
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ハ
ン
セ
シ
の
人
口
論
に
就
い
て

第
五
ト
巻

六
O 

策

擁

O 

に
考
察
さ
れ
た
る
人
口
集
中
論
と
も
一
致
す
る
“
こ
れ
人
口
三
段
階
の
推
移
が
流
水
司
Emu-σ

に
都
市
人
口
が
内
陣
湖

HVE「
一
目
。
に

喰
へ
ら
れ
て
ゐ
る
所
以
で
あ

U
o

ア
毛

ν
及
び
共
他
の
世
舎
撃
的
評
論

冊
曲
、
ハ
ン
セ
ン
の
人
口
周
流
に
闘
し
て
は
既
述
の
如
〈
で
あ
る
か
ら
、
之
が
引
刑
度
数
も
多
く
且
つ
共
の
改
版
毎
に
見
解
の
相
違

を
一
不
せ
可
申
ア
モ
ン
の
枇
合
事
的
評
論
を
語
ら
う
。
械
が
最
初
に
ハ
ン
セ
ン
を
引
用
せ
ろ
著
作
「
人
聞
に
於
け
る
同
然
淘
汰
」
中
に
於
て

は
、
曾
て
徴
兵
検
究
統
計
白
人
類
準
的
研
究
に
自
信
を
得
て
ゐ
た
し
、
更
に
都
市
統
計
中
に
都
合
人
口
焼
額
を
賓
詮
す
べ
き
資
料
を

物
色
せ
る
際
で
も
あ
っ
た
の
で
、
金
〈
ハ
ン
セ

y
試
の
利
用
に
荏
か
で
友
か
っ
た
の
は
首
然
で
あ
る
。
蓋
し
之
は
ロ
ウ
シ
ユ
の
新
刊

紹
介
在
讃
ん
で
云
は
げ
る
無
批
判
に
飛
付
い
売
に
過
ぎ
な
い
か
ら
、
そ
の
突
の
著
作
「
枇
合
秩
序
論
L

第
一
版
が
ハ
ン
セ
ン
の
都
市
人
口

二
代
更
新
設
を
其
俸
に
承
認
せ
る
こ
ん
」
と
共
花
、
反
覆
禦
説
の
必
要
は
泣
い
。

以
下
主
と
し
て
ア
モ
ン
の
反
封
吐
る
貼
を
筒
間
取
に
述
べ
て
斯
る
批
評
の
ハ
ン
セ
ン
に
営
ら
ざ
る
所
以
を
明
瞭
に
し
た
い
。
先
づ
最

初
に
ハ
ン
セ
ン
読
の
一
般
的
是
認
を
留
保
す
る
か
の
如
き
口
吻
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

「
都
市
人
口
の
更
新
と
は
只
の
数
戸
の
巾
内

生
家
族
の
残
存
を
も
許
さ
た
い
稗
に
徹
底
的
な
-
も
の
で
は
た
い
」
と
稿
し
て
、
如
何
な
る
計
算
に
基
く
の
か
不
明
で
あ
る
が
、
「
都
合

人
は
二
代
田
に
は
四
・
二
%
と
友
り
、
コ
一
代
目
に
は
一
%
と
な
る
か
ら
、
結
局
、
平
均
的
に
は
二
世
代
で
九
九
%
ま
で
は
都
市
的
同
然

淘
汰
の
犠
牲
に
た
る
」
と
ヨ
問
う
て
ゐ
る
か
と
思
ム
と
、
其
に
弐
寸
貝
で
は
「
都
市
家
族
を
二
世
代
に
し
て
絡
減
せ
し
む
る
原
因
は
精
紳

能
力
の
一
方
的
稜
展
が
肉
慣
に
災
せ
る
に
あ
る
」
と
し
て
僅
か
一
一
只
を
隔
て
れ
ば
一
%
の
矛
盾
は
看
過
さ
れ
て
了
っ
て
居
る
時

拙稿」書問移動人口論、経済論議、昭和十二年二月挽参照。
E王an~~u; a. a. O. S. 32 
O. Ammon; Die nattirliche Auslese beim Menschen. Auf Grund der antro-
pologi邑cheUnter-、uchungender 、町'ehrpOichtigenin Baden ¥lno anderer JI.柾a.
terielien. Jena 1893 
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更
に
ア
モ
ン
が
「
岡
家
枇
曾
に
於
け
る
農
民
の
重
要
性
し
を
強
調
せ
る
小
冊
子
中
に
、
「
農
村
地
方
に
採
っ
て
徐
剰
人
口

ω
移
住
が

必
要
で
あ
る
如
く
、
都
合
で
も
其
の
来
伎
が
必
須
快
〈
べ
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
り
、
都
市
の
上
流
階
級
は
期
間
経
過
と
共
に
自
力
を

補
給
し
得
な
い
も
の
ぜ
あ
る
」
と
し
、
共
際
り
脚
註
に
於
て
「
新
研
究
に
依
れ
ば
都
市
相
互
聞
の
移
住
関
係
は
ハ
ン
セ
ン
の
想
定
よ
り

も
遥
か
に
康
範
聞
に
耳
る
L
l
c
云
ふ
。
然
る
に
共
の
著
「
枇
合
秩
序
」
第
二
版
に
於
て
は
、
第
一
版
中
の
第
二
十
九
学
『
人
口
周
流
』
を

特
に
書
昔
換
へ
て
、
『
人
口
周
流
と
都
市
人
口
の
更
新
』
と
友
し
乍
ら
、
内
容
的
に
は
寧
る
反
劉
に
人
口
更
新
の
提
皮
主
低
く
見
た
る

立
言
を
平
気
で
其
の
序
文
中
に
述
べ
で
居
る
。

「
余
は
ハ
シ
セ
ン
詫
を
本
質
的
に
妥
常
な
り
と
信
ピ
て
疑
は
な
い
も
の
で
は
あ
る
け
れ
E
も
、
都
市
人
口
更
新
が
二
世
代
以
内
で
行
は
れ
る
と
い
ふ
白

は
期
間
に
於
て
些
か
短
か
過
ぎ
る
と
考
へ
ら
れ
る
。
且
円
シ
セ
ン
は
都
市
桐
互
問
。
人
口
交
換
を
知
楓
L
て
居
る
か
、
b

、
と
の
都
市
人
口
更
新
世
代
年
数

は
更
に
高
め
ら
れ
血
ば
な
ら
由
。
敢
に
事
買
に
近
起
せ
ん
が
鴛
に
は
都
布
人
口
百
平
均
的
滞
花
期
間
は
コ
代
島
田
代
に
延
長
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
」

以
上
ア
モ
ン
の
批
評
が
自
家
撞
着
忙
陥
っ
て
ゐ
る
と
と
は
、

ハ
ン
セ
ン
が
他
都
市
と
の
人
口
交
換
を
総
人
口
の
二
五
%
と
規
定
し

て
ゐ
る
の
に
劃
し
J

7
モ
ン
は
一
方
で
は
都
市
相
互
聞
の
移
住
が
も
っ
と
脱
範
囲
に
亙
る
と
云
ふ
か
と
忠
ふ
と
、
他
方
で
は
他
都
市

聞
の
人
口
交
換
を
ハ
ン
セ
ン
が
会
〈
畑
一
蹴
し
た
と
稿
す
る
が
如
き
著
し
い
無
定
見
に
認
め
ら
れ
る
。
さ
れ
ば
こ
の
後
7
モ
ン
を
批
判

せ
る
ク
チ
ン
ス
キ
ー
が
、
つ
ア
モ

y
の
見
解
は
何
等
ハ
ン
セ

y
誌
と
共
通
性
を
有
せ
や
。
斯
級
友
無
誰
明
な
命
題
主
主
張
せ
ん
と
す

る
ア
モ
ン
の
ハ
ン
セ
ン
細
川
僻
は
車
問
的
に
無
使
値
で
あ
る
」
と
痛
烈
に
駁
撃
を
加
へ
た
の
は
蓋
し
首
然
で
あ
っ
た
。

斯
る
批
判
の
後
に
焚
行
さ
れ
た
る
『
枇
合
秩
序
論
』
第
三
版
己
そ
最
も
五
日
々
の
興
味
を
引
く
も
の
で
あ
る
が
、
ア
モ
ン
は
依
然
と
し

て
都
市
人
口
更
新
年
代
に
閲
し
て
は
第
二
版
其
佳
で
あ
担
、
官
接
に
は
伺
等
ク
チ
ン
ス
キ
ー
に
先
日
へ
て
は
居
な
い
。
併
し
其
後
に
於

け
る
都
市
住
民
の
居
住
欣
態
が
改
善
さ
れ
た
E
と
と
、
共
の
結
果
、
都
合
人
の
健
康
増
進
を
賀
ら
し
た
過
程
を
語
る
己
と
に
依
り
、
都

ハ
シ
セ
ン
白
人
目
前
に
就
い
て

第
五
十
巻

静

器足

プて

o. Ammon; Die Gesellschaftsordnung und ihre naturliche Grundlal:，ren. Al1日

1， Jena Ig95. s. 146. Hevolkerung叫 wm
o. Ammon; Die naturliche Ausl出 e.S5. 296--297 
o. AIlUUUI且 Die Dedeutung des Bal1crnstandcs fdr den Staat und die 
Gesell凶chaft.(Prei出 ciftaus dem Wettbewerb der Zeitschrift " Das Land" 1894.) 
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ハ
Y

セ
ン
白
人

u
論
に
就
い
て

第
五
十
巻

六

第

腕

市
に
於
け
る
出
生
超
過
白
事
貨
を
認
め
て
は
居
る
も
の
の
、
猫
自
説
と
し
て
上
下
の
粘
舎
階
級
に
目
別
せ
る
場
合
白
人
口
更
新
を
主

張
し
て
、
間
接
的
な
が
ら
ク
ヲ
ン
ス
キ
ー
の
駁
論
に
僅
か
に
熔
酬
し
得
て
ゐ
る
。
「
仮
令
統
計
的
責
読
に
碁
〈
反
駁
が
あ
っ
て
も
、
斯
る

論
者
は
恰
も
森
林
白
金
惜
を
ぼ
ん
や
り
眺
め
て
ゐ
る
ば
か
り
で
、
時
間
的
粧
過
に
於
け
る
樹
木
の
餐
化
を
察
せ
ざ
る
も
の
で
る
る
ー
一
ど

蓋
し
ハ
ン
セ
ン
を

E
し
く
組
遁
し
得
在
か
っ
た
ア
モ
Y

も
.
自
説
を
固
守
ぜ
ん
が
震
に
は
こ
の
至
言
b
り
と
稀
す
べ
き
で
あ
ら
う
。

ア
モ
ン
の
潟
に
何
等
滞
解
の
必
要
を
認
め
た
い
吾
々
も
.
こ
の
ハ

y

セ
ン
解
説
に
於
け
る
最
初
の
覆
轍
が
次
の
ク
チ
ン
ス
キ
ー
の

批
判
を
乗
せ
た
軌
道
と
も
左
つ
売
と
と
の
説
明
に
役
立
つ
で
あ
ら
う
と
思
っ
て
之
を
述
べ
た
弐
第
で
め
る
。
序
で
に
斯
る
開
係
の
傍

詮
と
な
る
賠
を
串
げ
る
た
ら
ぽ
、
田
舎
か
ら
の
来
住
が
主
と
し
て
第
三
一
段
階
に
這
入
る
と
在
す
ア
モ
ン

D
誤
誌
を
タ
チ
ン
ス
キ
ー
が

踏
襲
し
て
ゐ
る
こ
圭
で
あ
ら
う
。
都
市
来
住
が
第
二
段
階
即
ち
中
流
居
に
揖
取
さ
れ
る
と
な
ナ
ハ
ン
セ
ン
の
主
張
は
貨
は
彼
白
人
口

周
流
現
論
の
核
心
主
在
す
も
の
T
も
あ
っ
た
D
で
あ
る
。

然
る
に
都
市
来
住
が
持
働
居
忙
依
っ
て
支
配
的
に
占
め
ら
れ
て
ゐ
る
と
の
見
解
は
刑
曾
曲
学
者
に
共
通
で
あ
る
ら
し
い
の
で
、
共
と

匝
別
す
る
偽
に
は
ハ
ン
セ
ン
の
所
謂
る
都
市
と
は
精
榊
冊
目
働
に
依
り
て
所
得
を
儲
け
て
ゐ
る
中
流
居
の
住
居
せ
る
中
心
部
市
と
限
定

ず
る
必
要
の
あ
る
と
井
一
は
既
漣
の
如
〈
で
あ
る
。
又
.
千
y

マ
1
マ
V

が
ク
チ
ン
ス
キ
ー
を
評
し
て
‘
都
市
人
口
増
加
に
於
け
る
来

住
と
自
然
増
加
と
の
割
合
に
就
い
て
都
人
の
自
然
増
殖
力
に
期
待
す
る
の
徐
り
、
都
市
人
口
増
加
に
於
け
る
来
住
の
割
合
は
減
少
し

つ
a
A

あ
り
と
す
る
業
規
説
を
代
表
す
る
者
と
見
倣
ず
に
謝
し
て
、
ハ

Y

セ
ン
を
以
て
首
時
の
健
康
欣
態
に
於
て
は
多
く
の
都
市
は
出

生
に
針
し
死
亡
が
超
過
せ
る
が
故
に
、
若
し
都
市
が
悶
合
よ
り
の
移
住
民
を
牧
容
す
る
に
非
れ
ば
、
都
市
人
口
は
破
滅
す
る
と
の
悲

観
訴
を
代
表
さ
せ
て
ゐ
る
向
は
其
佳
は
承
認
じ
難
い
に
し
て
も
頗
る
興
味
深
き
説
明
と
詞
へ
ょ
う
。

5) 0.-Ammon; Die Ge泊 llschaftsordnung.Aufl. ~I. 1896._ S. Y 
6) R. Knczynski;ιer Zug nach der "Stadt. Statistische Studien uber der 

Bevölkerang~bewe停lllg im Deutschen Reich. StuttgarL 1897. S. 97 
7) o. Ammon， Ge叫 i;-chftson:lmtng111. 1900. S. 122 
8) H. Allendorf; a. a. O. S. 11. 



裁
に
於
て
も
ハ

y
セ
ン
は
マ
ル
サ
ス
白
流
を
汲
み
、
ア
モ
V
は
ダ
l
ヴ
イ
Y

の
後

E
遁
ふ
も
の
で
も
あ
る
で
あ
ら
う
と
い
ふ
こ
と

が
分
る
。
併
し
乍
ら
ワ
イ
セ
ン
フ
エ
ル
ス
出
身
の
ア
レ

y
ド
ル
フ
が
、

1

ハ
ン
セ
ン
白
説
明
に
於
け
る
最
大
誤
謬
は
営
時
抗
に
本
質
的

に
支
持
し
難
く
思
は
れ
た
7

1

N

サ
ス
の
人
口
論
か
ら
議
し
て
ゐ
右
様
に
思
へ
る
と
一
E
っ
て
ゐ
る
の
は
、
五
ロ
々
の
了
解
し
難
い
所
で
あ

る
。
彼
は
此
際
に
於

τ
ハ

ν
セ
ン
ア
モ
V
並
び
に
オ
ツ
ベ

Y

ハ
イ
マ
ー
を
も
含
め
て
、
之
等
の
現
論
家
建
が
都
市
へ
の
来
伎
を
必
然

な
る
自
然
法
則
閥
し
て
居
り
.
遂
に
は
同
一
一
原
因
の
下
に
至
る
庭
、
普
通
受
賞
併
を
有
す
る
法
則
を
樹
立
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る

と
見
倣
し
て
非
難
し
て
ゐ
る
。
従
っ
て
こ
の
三
者
は
特
定
枇
舎
の
本
質
的
特
徴

E
t
p
E
N白
唱
得
。
{
九
「
移
住
の
自
由
」
に
誼
い
て
居

る
の
で
あ
る
か
ら
、
若
し
吾
人
が
自
然
及
び
枇
舎
の
現
象
を
類
似
的
に
取
扱
は
う
と
思
ム
の
で
あ
れ
ば
、
枇
曾
放
る
も
の
が
一
定
の

意
志
活
動
を
矯
す
も
の
で
は
友
〈
、
法
則
性
を
樹
立
し
得
る
も
の
で
た
け
れ
ば
な
ら
砲
と
説
い
て
居
る
。
斯
る
一
般
論
は
兎
も
角
と

し
て
、

E

口
々
は
現
在
、
も
猶
進
行
中
の
一
園
人
口
の
都
市
化
過
程
科
図
民
の
文
化
に
及
ぼ
す
影
響
如
何
を
道
破
せ
る
ハ

Y

セ
Y

の
所
謂

る
人
口
周
流
叶
な
る
一
経
験
法
則
に
注
意

E
喚
起
す
れ
ば
足
る
の
で
あ
る
。

阻

F
チ
ン
旦
キ
!
の
統
許
的
批
判

一
八
九
七
年
首
時
僅
か
に
二
十
二
歳
の
教
へ
年
に
営
る
若
冠
ク
チ
Y

ス
キ
ー
が
、

作
ぽ
来
所
謂
る
政
治
算
術
皐
派
の
体
統
的
命
題
を
、
云
は
Y

新
し
い
草
袋
に
容
れ
て
老
熟
せ
る
人
口
理
論
を
物
語
っ
た
ハ

Y

セ
Y

に

一
六
六
二
年
英
京
倫
敦
人
グ
ロ

l

y
ト
の
一
著

謝
し
て
、
斯
〈
も
鋭
利
な
る
批
判
。
双
を
同
調
し
得
た
と
と
は
頗
る
感
嘆
に
値
す
る
己
と
で
あ
っ
た
。
王
口
々
は
悲

ι英
澗
再
び
城
へ
る

今
日
に
於
て
、
芙
固
に
墾
傑
た
り
と
聞
く
同
氏
K

M

Y

セ
Y

の
葎
作
の
再
吟
味
を
巾
し
山
川
で
た
い
と
忠
ふ
。
何
故
な
ら
ば
爾
来
再
び

第
五
十
巻

ハ
シ
セ
シ
白
人
口
論
に
就
い
て

第

披

ヲ勺

P. Sorokin & C. Zimmerman; Principles of Rural-Urban Sociology， N. Y 
19:.'.9. p. 5z6 p. 527 p. S32 0: Á~m;n j. De; Da'rwfnismU5 gegen die Socialdemo~racy. ~891 ~ 
Allendorf aus、Nei!;sen{els.Al1endo-;'f. a." a. O. S. 10. S. 15. S. 16. 
H. F. K. Gi1nther; V町 stadterl1ng，1934. S. 10・
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ハ
シ
セ
ン
白
人
口
請
に
就
い
て

第
五
十
巻

帯

挽

プて
四

四

ク
千

ν
ス
キ
ー
の
ハ
ン
セ
ン
に
言
及
せ
る
争
知
ら
十
、
時
寄
く
も
ハ

Y

セ
y

の
残
せ
る
一
九
一

て
マ
イ
ヤ

1
教
授
忙
捧
呈
さ
れ
た
る
諸
論
丈
集
中
に
同
氏
?
と
屑
を
位
ぺ
て
論
遮
を
発
表
せ
る
ロ
ツ
シ
ユ
が
、

一
年
に
恰
度
生
誕
七
十
年
を
問
賀
し

一
九
一
五
年
に
至
っ
て

ク
レ

1
7
1
が
ハ
ン
セ
ン
複
刻
を
叫
す
や
直
ち
に
之
が
制
介
め
祭
を
執
り
、
「
ハ
ン
セ
ン
陀
於
て
は
統
計
は
非
常
た
博
識
を
以
て
活

用
せ
ら
れ
て
居
り
、
共
の
結
論
の
読
明
に
役
立
っ
て
ゐ
る
」
と
論
じ
で
居
る
位
で
あ
る
か
ら
、
と
の
言
葉
を
以
て
同
僚
た
る
ロ
ツ
hv

.
ュ
の
タ
チ
ン
ス
キ
ー
に
報
い
た
る
一
矢
で
あ
る
と
見
倣
さ
れ
得
る
で
あ
ら
う
。

斯
く
て
ハ
ン
セ
ン
設
の
組
漣
は
ク
チ
Y

ス
キ
ー
の
「
都
市
来
住
論
』
に
於
け
る
統
計
的
批
判
か
ら
検
討
さ
れ
ね
ば
友
ら
砲
。
先
づ
序

文
中
に
語
る
、
「
ム
ン
セ
ン
の
著
作
が
示
唆
に
官
む
と
は
多
〈
の
皐
者
の
認
む
る
所
で

b
り
、
務
行
後
数
年
は
諸
著
述
家
は
全
〈
そ

の
影
響
下
に
あ
り
、
就
中
ア
モ
ン
は
之
が
僻
踏
と
敷
紛
の
役
割
を
果
し
た
。
若
L
ア
モ
ン
の
如
〈
ハ

y

セ
ジ
に
封
す
る
好
評
の
み
を

語
ら
う
と
忠
べ
ば
、
共
で
も
一
研
究
た
り
得
た
で
あ
ら
う
。
帥
ち
都
市
人
口
の
死
滅
と
農
村
人
口
に
依
る
更
替
を
以
て
結
語
を
粧
ふ

己
と
も
容
易
で
あ
っ
た
。
併
し
ハ
ン
セ

y
及
び
ア
号
ン
の
統
計
的
諮
明
の
成
立
に
射
し
疑
問

E
H懐
い
た
の
で
、
敢
で
こ
の
統
計
的
根

坤
閣
を
精
密
に
考
察
し
、
結
局
苅
る
統
計
資
料
の
使
値
と
共
に
依
球
せ
る
ハ
ン
セ
ン
ア
モ
ン
設
が
既
に
一
般
的
承
認
を
受
け
て
ゐ
る
と

と
が
余
白
疑
問
を
公
表
せ
し
む
る
動
機
と
在
っ
た
」
。

斯
る
論
調
か
ら
判
断
す
れ
ば
、
ク
千
ン
ス
キ
ー
に
も
ハ
ン
セ
ン
組
油
の
も
う
一
川
市
の
著
越
が
出
来
た
か
も
知
れ
な
い
の
に
、
ア
モ

y
説
と
ハ
ン
セ
ン
誌
と
を
混
清
し
て
考
へ
た
が
錫
に
こ
の
駁
撃
の
一
書
が
倒
作
さ
れ
た
こ
ん
L
左
り
、
と
の
後
の
世
評
が
多
く
は
ク

チ
ン
ス
キ
ー
を
通
じ
て
の
み
ハ
ン
セ
ン
世
論
じ
て
ゐ
る
こ
と
は
頗
る
冒
険
で
あ
る
と
謂
は
ね
ば
た
ら
由
。
そ
と
で
吾
々
は
ク
チ
Y

ス

キ
ー
に
於
て
特
に
重
要
と
考
へ
ら
れ
る
直
接
の
ハ
ン
セ
ン
批
判
の
嬰
黙
を
掲
げ
る
に
止
め
よ
う
。

R. Heberle u. F. Meyer; Die Gro田 stadteim Strome der Binnanwanderung， 
Leipzig I937. S. 51 
J. Graunt; Natural and Political Observations upon the Bills of MortaHty， 
edited by Hull. Ca.mbridge 1899 
K R. Kuczymki; ~pop\llation Movement. Oxford 1936. 2) 



最
初
は
原
仕
率
と
人
口
の
「
流
動
性
」
。
鼻
息
E
C
M
r
E
m
z
z
j回
2
2包
円
r
Zて、

ι0「
出
君
。
一
宮
E
ロ
岡
山
閲
す
る
問
題
で
あ
っ
た
。

批
判
者
に
依
れ
ば
、
「
円
ン
セ
ン
は
J

品
市
人
口
の
応
住
卒
白
怯
少
か
ら
共
心
流
動
牲
の
過
大
を
推
定
し
て
ゐ
る
が
、

総
人
口
に
於
け

る
市
内
生
者
の
割
合
は
決
し
て
人
口
の
流
動
性
主
計
る
基
準
た
り
得
た
い
L

と
一
五
ム
。

mし
て
仙
林
人
口
男
子
の
一
八
四
一
心
乃
至
一

八
九

O
年
の
期
聞
に
於
け
る
原
性
率
の
不
避
を
共
の
論
撲
と
し
て
ゐ
る
。
斯
の
如
雪
移
住
統
計
方
法
へ
の
無
川
崎
解
は
弐
の
銭
遁
に
も

見
交
け
ら
れ
る
。

-
流
動
性
の
多
少
は
人
が
間
生
地
を
離
れ
る
と
と
の
難
み
や
滞
在
地
経
更
の
度
数
等
で
表
現
さ
れ
る
。
若
し
ハ
ン
セ
ン
が
流
動
性

を
所
諮
る
『
郷
土
愛
』
町
民
国
nr。一
-2号
2
0
こ
の
依
乏
だ
と
仰
附
し
て
居
る
在
す
れ
ば
、
理
解
し
難
い
一
一
三
条
乍
ら
、
都
市
生
の
者
は
間
合
生

よ
り
も
故
郷
で
生
活
す
る
己
と
が
少
な
い
と
い
ム
結
で
は

E
し
い
L

L
」
油
ペ
て
居
る
ク
チ
ン
ス
キ
ー
は
、
先
に
出
生
訓
統
計
に
恭
く

原
住
率
は
何
等
個
別
の
移
住
現
象
を
把
握
す
る
も
の
に
あ
ら
宇
と
極
f

一
目
し
乍
ら
、
+
引
に
は
何
に
依
っ
て
都
合
人
が
回
合
者
よ
り
も
流

動
性
が
犬
で
あ
り
、
従
っ
て
一
都
合
人
に
郷
土
愛
の
快
乏
せ
る
と
と
を
一
般
的
に
決
論
し
得
た
の
で
あ
ら
う
か
、
要
之
、
移
住
に
翻
す

る
統
計
調
査
は
静
態
と
動
態
の
雨
方
の
資
料
が
完
備
せ
ね
ば
人
口
の
流
動
仕
は
概
観
し
符
ら
れ
た
い
も
の
だ
か
ら
、
次
に
は
ハ

Y

セ

ン
の
と
の
一
州
方
の
資
料
を
駆
使
せ
る
立
論
忙
到
す
る
ク
チ
ン
ス
キ
ー
の
批
判
を
掲
げ
て
見
よ
%
。

「
却
ハ
シ
セ
シ
の
停
滞
人
口
な
る
偵
誌
の
機
構
は
全
〈
無
詫
明
な
の
で
其
を
度
丹
覗
す
れ
ば
、
朝
市
人
口
二
代
民
新
に
閲
す
る
主
張
は
或
は
説
明
が
付
い
・

て
ゐ
る
様
に
恩
は
れ
る
か
も
知
れ
ぬ
が
、
悦
し
一
寸
委
制
に
制
べ
る
と
斯
説
は
支
持
し
離
に
何
故
な
ら
ば
若
L
或
る
都
市
の
停
滞
人
口
が
引
続
書
一
宇
分

を
率
性
者
で
占
め
ら
れ
る
と
し
て
も
、
原
住
者
が
ニ
世
代
以
内
で
紹
減
す
く
き
論
理
的
な
る
必
掠
性
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
」

そ
と
で
突
の
問
題
ば
ハ
ン
セ
ン
の
所
謂
る
停
滞
人
円
と
は
何
か
を
解
明
す
べ
き
で
あ
っ
て
、
ク
チ
ン
ス
キ
ー
の
如
く
之
を
無
腕
し

一
」
都
市
人
口
の
更
新
が
説
明
し
得
ら
れ
る
筈
は
在
い
の
で
あ
る
。
此
の
貼
に
闘
し
て
パ
ロ
ツ
ド
も
都
市
人
口
の
五

O
%が
ハ

y
セ
ン

《
ン
セ

y
o
人
口
論
に
就
い
て

二
八
五

第
五
十
巻

J静

世

五

F. Zahn; Die 'Statistik im Deutschland nach ihrem heutigen Sta皿J.1911. 
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一一六六

に
於
て
は
停
滞
と
見
倣
さ
れ
て
は
居
る
が
、
初
め
か
ら
諮
明
さ
れ
て
は
居
友
い
と
論
巴
て
居
る
n

私
見
に
依
れ
ば
ハ

Y

セ
Y
が
初
め

ハ
ン
セ
γ

白
人
日
前
に
就
い
て

第
五
十
巻

ム
ノ、

第

競

全
憶
と
し
て
の
停
滞
人
口
と
云
ひ
、
申
引
に
停
滞
せ
る
一
都
市
白
人
口
と
断
っ
て
ゐ
る
の
は
理
由
の
あ
る
表
現
で
あ
る
と
思
は
れ
る
。

剖
ち
民
願
白
人
口
動
態
に
於
て
停
滞
を
見
壮
一
て
ゐ
た
の
は
都
市
人
口
増
加
で
も
友
け
れ
ば
叉
往
住
に
封
す
る
来
住
超
過
で
も
左
く
、

寅
に
都
市
人
口
の
生
死
闘
係
に
於
て
で
る
っ
た
。
換
言
す
れ
ば
、

と
の
期
聞
に
於
け
る
都
市
人
口
の
増
加
は
杢
く
移
住
関
係
の
み
よ

り
賄
は
れ
て
居
り
、
生
死
票
額
に
基
〈
都
市
人
口
増
加
へ
の
寄
興
は
殆
ん
苫
無
か
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
斯
の
如
く
生
一
兆
関
係
に

於
て
停
滞
せ
る
都
市
が
引
飽
き
半
分
の
来
住
者
よ
り
成
る
と
す
れ
ば
、
土
着
人
口
は
来
住
者
に
依
っ
て
・
次
第
に
置
換
へ
ら
れ
行
く
乙

と
は
阜
に
時
目
白
経
過
を
待
つ
だ
け
の
問
題
で
あ
ら
う
。
唯
、
既
過
の
来
住
超
過
の
み
か
ら
成
る
人
口
増
加
割
合
か
ら
す
れ
ば
、
都

市
人
口
む
更
新
は
恐
も
く
二
世
代
で
足
り
る
と
推
定
せ
ら
れ
た
に
過
ぎ
た
い
の
で
あ
る
。

此
際
に
於
て
民
瀬
市
五
ヶ
年
間
の
生
死
均
衡
を
示
し
た
現
由
を
一
八
七
一
年
の
普
怖
戦
争
蛇
ぴ
に
一
八
七
二
年
及
び
翌
年
の
コ
レ

ラ
流
行
の
結
間
前
た
る
三
年
間
の
死
亡
超
過
忙
求
め
た
る
と
と
は
誠
に
溜
切
な
る
批
判
で
る
っ
た
。
斯
る
戦
争
及
び
疫
病
の
影
響
は
維

績
的
で
は
た
い
か
ら
、
之
宮
以
て
都
市
人
口
は
常
に
生
死
闘
係
に
於
て
停
滞
を
絞
け
て
居
る
と
論
断
す
る
こ
と
は
誤
謬
で
あ
ら
う
。

併
し
乍
ら
都
市
人
口
の
増
加
割
合
が
過
半
を
来
住
超
過
部
分
で
占
め
ら
れ
、
人
口
綿
教
の
半
分
以
上
が
市
外
生
で
あ
る
限
り
、
原
住

者
の
自
力
白
み
で
は
人
口
増
加
の
割
合
が
鈍
る
と
考
へ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
若
し
之
を
ハ
ン
セ
ン
流
の
表
現
で
述
べ
れ
ば
、
都
市
人

口
の
増
加
が
来
住
D
み
に
蹄
せ
ら
れ
る
揚
合
に
、
自
力
の
み
に
依
つ
て
は
九
日
は
停
滞
を
描
聞
け
る
で
あ
ら
う
と
云
へ
る
に
過
『
左
い

の
で
あ
る
。
更
に
人
口
段
階
を
都
市
中
流
居
に
限
れ
ば
裁
に
初
め
て
犬
部
分
は
死
滅
し
、
残
る
一
部
分
は
無
産
持
働
者
及
び
プ
ロ
レ

夕
刊
'
ヤ
と
友
る
と
稀
さ
れ
得
る
で
あ
ら
う
。
以
上
の
如
昔
備
軍
な
る
ハ
ン
セ

y
の
銭
遁
振
り
も
、

一
旦
之
を
侍
承
し
た
る
人
々
に
於

Kuczynshi. a. a. O. S. 9. 9) Ebendaselbst S. 73 
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て
は
遠
慮
た
く
一
般
化
さ
れ
て
、
表
現
さ
れ
、
来
住
が
停
止
せ
る
場
合
忙
は
都
市
人
口
は
死
滅
す
る

h
い
ふ
命
題
と
し
て
論
議
せ
ら
る

i
h

に
ず
る
の
で
あ
る
。
最
後
に
ハ

Y
セ
ン
が
茨
附
人
口
の
年
齢
構
成
割
合
を
パ
イ
ヱ
ル
ン
諸
都
市
に
諸
問
し
て
ゐ
る
と
と
に
謝
す
る

ク
チ
ン
ス
キ
ー
の
批
判
の
論
貼
を
掲
げ
よ
う
。

「
若
し
バ
イ
ヱ
ル
ン
王
岡
統
計
書
第
三
十
一
冊
に
慕
き
計
算
す
れ
ば
、
バ
イ
エ
ル
シ
諸
都
市
人
口
六
六
=
、
一
一
一
九
一
一
一
人
白
中
十
五
歳
以
上
田
成
年
人
口
は

貫
隣
に
は
四
九
八
、
六
二
一
一
一
人
で
あ
る
の
に
、
ハ
ン
セ
ン
は
之
を
四
四
五
、
二
一
一
五
人
と
し
て
居
る
。
彼
は
一
八
七
一
年
の
パ
イ
ヱ
ル
シ
人
口
に
閲
す
る
研

究
に
於
て
全
f
パ
イ
ヱ
ル
ン
王
凶
統
計
書
第
三
十
二
般
の
み
を
利
用
し
て
居
P
1
恰
も
と
の
同
様
な
る
茶
府
統
計
衰
の
引
用
に
際
L
、
『
残
念
乍
ら
パ
イ
ヱ

ル
シ
の
統
計
菜
料
は
充
分
で
な
い
」
?
と
述
べ
て
ゐ
る
。
吾
々
の
問
題
と
せ
る
文
献
に
就
い
て
酷
(
も
ハ
ン
セ
ン
を
遺
憾
に
恩
は
し
め
た
こ
と
も
今
や
晴
ん

r杷
憂
と
な
っ
た
と
詞
ふ
べ
き
で
る
る
」

以
上
で
ハ
ン
セ
ン
の
都
市
人
口
更
新
に
闘
す
る
ク
千
ン
ス
キ
ー
の
批
判
の
箇
所
は
全
〈
終
っ
て
、
突
に
は
ソ

1
ン
レ
イ
・
ア
モ
ン

を
論
じ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
査
し
E

L
で
A

Y
セ
ン
が
ハ
ツ
セ
の
編
輯
せ
る
莱
府
市
統
計
書
を
援
用
し
た
の
は
そ
の
中
で
始
め
て
出

生
地
と
年
齢
構
成
の
結
合
せ
る
充
分
在
る
統
計
資
料
が
見
出
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
ク
チ
ン
ス
キ
ー
の
稀
ず
る
如
〈
、
バ
イ
エ
ル
ン

の
統
計
守
聞
に
合
ふ
の
に
莱
府
市
の
統
計
を
参
加
す
る
必
要
は
注
い
。
悉
2

一
目
す
れ
ば
バ
イ
ヱ
ル
ン
諸
都
市
の
人
口
統
計
に
は
年
齢
別

と
同
生
地
別
と
が
夫
々
別
容
に
発
表
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
ク
チ
ン
ス
キ
ー
は
と
の
バ
イ
エ
ル
ン
統
計
書

ρ
何
庭
を
探
せ
ば
都
市
生
と
郡

部
生
の
年
齢
比
較
が
あ
る
と
い
ふ
の
で
あ
ら
う
か
、
ハ
ン
セ
ン
の
問
題
に
し
た
の
は
パ
イ
ヱ
ル
ン
諸
都
市
成
年
人
口
に
於
け
る
都
市

生
と
郡
部
生
の
者
の
割
合
で
あ
る
か
ら
、
ク
チ

Y

ス
キ
ー
の
取
扱
足
に
類
し
た
駁
撃
で
ハ
ン
セ
ン
の
立
論
は
何
等
の
膝
朕
を
来
ナ
ペ

堂
筋
合
で
は
な
い
。
唯
折
角
の
注
意
を
所
用
し
て
考
へ
れ
ば
ハ
ン
セ
ン
が
都
市
生
の
中
に
包
含
せ
る
他
市
生
の
年
齢
構
成
は
市
外
生

の
年
齢
構
成
に
近
似
し
、
皆
等
し
く
都
市
左
呼
ん
で
居
つ
で
も
、
莱
府
品
目
、
民
顧
の
如
き
大
都
市
と
共
他
の
中
小
都
市
と
で
は
、
そ
の

ハ
ン
セ
ン
白
人
口
論
に
就
い
て

第
五
十
巻

六
七

事

披

七

Ballod. a. a. O. S. 55. H. Bleicher; Statistik 1. 1925~ S. 117 
Kuc7.ynski. a. a. O. S. 282. Alleudorf. a. <l.. O. S. S. 79・
Kuczyn包ki;a. a. O. 74 
且 Mll.yr; Die Bayerische Bevδlkenlng nach Geschlecht， A1ter und Civilstarid. 
M臼nchen1875. S. Il9 auch S. 159 
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ハ
シ
セ
ン
白
人
口
論
に
就
い
て

第
五
十
巻

二
六
八

第

挽

i¥‘ 

人
口
動
態
も
年
齢
緋
成
も
相
具
な
る
で
あ
ら
う
と
い
ふ
事
賓
を
知
る
の
み
で
る
る
。
蓋
し
ク
チ
ン
ス
キ
ー
の
ハ
ン
セ
ン
批
判
は
大

髄
に
於
て
見
首
外
れ
と
栴
す
べ
き
で
あ
ら
う
。
唯
北
九
の
批
判
の
誼
巾
し
て
ゐ
る
の
は
寧
ろ
都
市
人
口
更
新
の
計
算
主
調
逸
諸
都
市

資
料
で
貫
詮
せ
ん
と
試
み
た
る
ソ

1

ン
レ
イ
の
一
著
に
掛
し
て
で
あ
る
。
共
故
に

N
Z
A
Z
η
『

己

O
H

盟
主
円
「
都
市
へ
の
来
援
」
と
は

N
G叫

5
5

』

V
E
t
-
農
村
か
ら
の
進

E
P一
宛
も
倒
立
さ
せ
た
感
が
あ
る
で
は
な
い
か
。
勿
論
都
市
人
口
の
務
長
が
一
図
人
口
口

受
展
主
阻
管
し
、
山
市
山
い
て
は
岡
防
力
の
弱
化
を
来
す
井
一
い
ム
謬
見
に
封
ず
る
ク
チ
ン
ス
キ
ド
の
批
判
に
は
鑑
み
る
べ
き
多
〈
の
鮪

の
あ
る
と
と
を
認
め
左
い
謹
で
は
な
い
。
併
し
乍
ら
斯
る
批
判
と
都
市
人
口
増
加
が
主
と
し
て
田
舎
か
ら
の
人
口
周
流
に
負
ふ
と

の
ハ
ン
セ
ン
の
主
張
と
は
自
ら
別
問
題
で
あ
る
。

五

結

三三f

"" 

以
上
ハ
ン
セ
ン
白
人
口
周
流
に
闘
す
る
現
諭
の
概
要
空
港
ペ
、
之
に
針
す
る
批
判
。
大
略
を
語
つ
で
之
等
の
多
〈
は
斯
誌
へ
の

無
四
出
削
貯
に
由
来
す
る
と
い
ム
事
責
を
指
摘
し
た
の
で
あ
る
が
、
ハ

Y

セ
ン
の
複
刻
版
を
出
せ
る
ク
レ

1

7

1
で
さ
へ
、
此
書
は
統

計
資
料
の
性
質
上
誰
で
も
多
少
の
異
存
主
喫
え
る
と
述
べ
て
ゐ
る
位
で
あ
る
か
ら
可
ハ
ン
セ
ン
の
著
作
は
こ
れ
ま
で
組
闘
の
友
に

徐
り
注
目
さ
れ
て
ゐ
な
か
っ
た
と
と
が
窺
知
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
併
し
一
般
に
都
市
が
旧
舎
に
比
し
て
偲
令
共
の
容
は
低
い
に
し

て
も
、
事
責
上
若
干
の
自
然
増
加
を
友
し
つ
L
あ
る
の
は
全
く
都
舎
が
悶
合
よ
り
新
鮮
左
る
人
口
を
吸
収
し
つ
ミ
あ
る
治
蔭
で
あ

る
と
左
す
命
題
が
ハ
ン
セ
ン
に
依
り
て
初
め
て
確
立
せ
ら
れ
た
所
で
あ
り
、
共
の
統
計
的
論
読
に
間
違
が
な
か
っ
た
と
と
が
既
漣

の
説
明
で
分
れ
ば
、
此
苔
へ
の
評
償
は
も
っ
と
高
め
ら
れ
て
然
る
べ
き
だ
と
考
へ
る
。
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ロ
ツ
シ
ユ
も
と
の
本
の
複
刻
版
批
評
に
際
し
て
旬
新
版
刊
行
ま
で
に
四
半
世
紀
を
必
要
と
す
る
と
は
全
く
思
ひ
掛
け
た
か
っ
た
所

だ
が
、
職
手
左
る
も
の
は
ハ
ン
セ

y
の
著
作
の
理
解
を
本
質
的
に
容
易
及
ら
し
め
且
深
刻
に
す
る
と
語
っ
て
ゐ
る
か
ら
、
再
々
も
斯

る
期
待
を
以
て
更
に
共
時
か
ら
四
半
肘
紀
を
経
過
し
賂
に
ハ
ン
セ
ン
の
穫
後
三
十
周
年
を
記
念
せ
ん
と
す
る
頃
に
首
っ
て
、
こ
の
書

L
や
か
友
石
組
述
を
彼
の
業
前
に
捧
げ
た
い
と
問
山
ム
。

ハ
ン
セ
ン
を
組
遇
す
る
人
々
が
誰
で
も
認
む
る
如
く
、
山
ン
セ
ン
の
人
同
盟
論
は
彼
の
人
口
政
策
と
有
機
的
に
聯
閥
せ
る
唱
も
の
で

あ
る
か
ら
、
後
者
に
就
い
て
は
次
の
別
論
に
倹
た
ね
ば
た
ら
向
で
あ
ら
号
。
唯
己
主
で
は
昔
か
ら
人
口
論
の
溜
床
で
あ
る
政
治
算
術

撃
波
の
流
れ
に
於
て
我
が
ハ
ン
セ
ン
の
思
想
を
汲
む
と
と
が
最
も
遮
設
で
あ
る
と
言
ふ
に
止
め
て
置
か
う
。
何
故
な
ら
ば
7

ル
サ
ス

か
ら
ハ
ン
セ
ン
へ
及
ぼ
せ
る
影
響
に
就
い
て
は
留
に
本
論
に
於
て
多
少
乍
ら
指
摘
せ
る
が
如
く
で
あ
り
、
マ
片
サ
ス
が
数
十
問
も
引

用
し
乍
ら
も
共
白
人
口
論
護
表
後
に
入
手
し
た
奇
書
籍
と
し
て
「
榊
の
秩
序
」
を
皐
げ
て
ゐ
る
所
の
ジ
ュ
ー
ス
ミ
ル
ヒ
と
己
の
ハ
ン
セ

y
と
の
関
聯
も
亦
辿
り
得
る
か
ら
で
あ

Ao
ジ
ュ
ー
ス
ミ
ル
ヒ
が
グ
ロ

1
ン
ト
を
組
漣
せ
る
と
と
は
今
夏
申
す
に
及
ぼ
泣
い
で
あ
ら

一
;
」

i

l

ト

1

勾

汐
。
-
げ
~
政
治
算
術
壊
滅
の
開
組
た
る
グ
ロ
ー
ン
ト
が
自
著
の
副
題

5
F
F
E
5ロ
2
官
官
。
。
Z
B
E
S♂
同
色
伝
5
2
2
n
u

-
掛
醐
圃
咽
哩
吋
一
~

乱

議

吟
m
A
d
互
の

E
a
g
弘
『
苦

E
-
L
C々
の
次
に
掲
げ
た
る
雑
旬
語
の
挙
句
!
|
同
聖
書
ぬ
丘
主
主
三
『
ミ
F
F
F
2
6・

。sagm草
地
Q
5針
肘
耳
目
。
t
m
d
正

lii「
余
は
衆
愚
の
賞
讃
を
骨
折
り
求
む
る
も
の
に
あ
ら
や

少
数
の
民
貨
な
る
読
者
で
満
足
ず

る
」
を
こ
の
新
し
い
政
治
算
術
皐
者
ハ
ン
セ
ン
の
著
作
の
解
題
に
際
し
て
銘
記
し
て
も
差
支
社
い
と
信
宇
る
。

』
ン
セ
シ
白
人
口
論
に
就
い
て

ご
六
九

第

髄

第
五
十
巻

主s
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